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会議の模様

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
表
彰
状
と

記
念
品
は
９
月
17
日
以
降
該
当
市
町
村
か
ら

授
与
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。
受
賞
者
は

次
の
方
々
で
す
。
※
敬
称
略

　
　
　
　

    

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度  

県
大
会

県
大
会

　
　
　
　

永
年
勤
続
者
表
彰
受
賞
者
名
簿

　
　
　
　

永
年
勤
続
者
表
彰
受
賞
者
名
簿

池い
け

田だ　

正ま
さ

夫お

糸
魚
川
市
能
生
地
区
公
民
館

井い

伊い　

正ま
さ

憲の
り

糸
魚
川
市
西
能
生
地
区
公
民
館

小こ

林ば
や
し
　

あ
ゆ
み

糸
魚
川
市
西
海
地
区
公
民
館

加か

藤と
う　

園そ
の

子こ

糸
魚
川
市
根
知
地
区
公
民
館

伊い

藤と
う　

務つ
と
む

上
越
市
名
立
地
区
公
民
館

岩い
わ

本も
と　

富ふ

士じ

男お

上
越
市
名
立
地
区
公
民
館

佐さ

藤と
う　

あ
や
子こ

上
越
市
名
立
地
区
公
民
館

塚つ
か

田だ　

喜き

代よ

美み

上
越
市
名
立
地
区
公
民
館

長な
が

﨑さ
き　

一か
ず

秋あ
き

上
越
市
名
立
地
区
公
民
館

米よ
ね

山や
ま　

文あ
や

子こ

三
条
市
中
央
公
民
館

山や
ま

田だ　

宏ひ
ろ

髙た
か

三
条
市
下
田
公
民
館

小お

川が
わ　

千ち

代よ

子こ

三
条
市
栄
公
民
館

水み
ず

品し
な　

美み

和わ

子こ

三
条
市
栄
公
民
館

岡お
か

田だ　

陽よ
う

子こ

三
条
市
本
成
寺
公
民
館

金か
ね

子こ　

優ゆ
う

子こ

三
条
市
嵐
南
公
民
館

高た
か

橋は
し　

藍あ
い

子こ

三
条
市
嵐
南
公
民
館

大お
お

久く

保ぼ　

有ゆ

美み

三
条
市
嵐
南
公
民
館

髙た
か

橋は
し　

克か
つ

美み

南
魚
沼
市
中
央
公
民
館

中な
か

野の　

貞さ
だ

雄お

加
茂
市
公
民
館

櫻さ
く
ら
い井　

美み

奈な

子こ

加
茂
市
公
民
館

清し

水み
ず　

芳よ
し

秀ひ
で

燕
市
小
池
公
民
館

沖お
き

坂さ
か　

弘ひ
ろ

子こ

燕
市
小
池
公
民
館

片か
た

岡お
か　

衛ま
も
る

燕
市
藤
の
曲
公
民
館

渡わ
た

邉な
べ　

繁し
げ
る

燕
市
小
中
川
公
民
館

遠え
ん

藤ど
う　

達た
つ

実み

出
雲
崎
町
中
央
公
民
館

山や
ま

本も
と　

悟さ
と
る

五
泉
市
川
東
公
民
館

渡わ
た

邉な
べ　

和か
ず

正ま
さ

佐
渡
市
畑
野
地
区
公
民
館

山や
ま

本も
と　

初は
つ

子こ

佐
渡
市
小
木
地
区
公
民
館

笠か
さ

井い　

由ゆ
か
り

新
潟
市
北
地
区
公
民
館

佐さ

藤と
う　

久く

美み

子こ

新
潟
市
曽
野
木
地
区
公
民
館

廣ひ
ろ

田た　

房ふ
さ

子こ

新
潟
市
横
越
地
区
公
民
館

渡わ
た

辺な
べ　

正ま
さ

雄お

新
潟
市
坂
井
輪
地
区
公
民
館

高た
か

橋は
し　

真ま

規き

子こ

新
潟
市
坂
井
輪
地
区
公
民
館

齋さ
い

藤と
う　

美み

尾お

新
潟
市
坂
井
輪
地
区
公
民
館

笹さ
さ

川が
わ　

裕ひ
ろ

子こ

新
潟
市
黒
埼
地
区
公
民
館

坂さ
か

井い　

眞ま

由ゆ

美み

新
潟
市
黒
埼
地
区
公
民
館

坂さ
か

西に
し　

郁い
く

子こ

新
潟
市
小
針
青
山
公
民
館

３　

今
後
の
県
公
連
の
在
り
方
に
つ
い
て

　

事
業
や
負
担
金
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。
主
に
公
民
館
連
合
会
に

加
入
の
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
に
つ
い
て
理
事
か
ら

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

情
報
発
信
や
相
談
業
務
の
工
夫
等
、
今
後
の

在
り
方
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
積
極
的
な
意
見

交
換
の
場
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
年
内
に
も

う
一
度
臨
時
理
事
会
を
開
催
し
て
検
討
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
来
年
2
月
の
第
2
回
評
議

員
会
で
報
告
す
る
予
定
で
す
。�

（
広
瀬
）

　

本
会
第
２
回
理
事
会
が
７
月
16
日
㈮
、
新

潟
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
内
容

１ 　

第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会

　
　

十
日
町
大
会
準
備
状
況

�　

今
年
度
は
各
市
町
村
会
場
で
開
会
式
や
講

演
会
を
視
聴
し
て
い
た
だ
く
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
で

準
備
を
す
す
め
て
い
る
。
後
援
・
共
催
申
請

は
終
了
し
、
講
師
か
ら
も
了
解
を
得
た
と
い

う
報
告
を
し
ま
し
た
。

２　

永
年
勤
続
者
表
彰
受
賞
者
の
選
考

�　

表
彰
者
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
か

ら
37
名
の
推
薦
が
あ
り
ま
し
た
。
全
員
受
賞

August2021
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催
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勤
続
者
表
彰
受
賞
者
決
定
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絆を紡ぎ、人づくり・地域づくりに貢献する
公民館をめざして

No.814� 令和3年8月25日

と
が
必
要
で
す
。
同
時
に
近
年
頻
発
す
る

災
害
に
対
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民
が

そ
の
事
態
に
備
え
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
公

民
館
が
こ
う
し
た
災
害
の
発
生
や
被
災
後

の
地
域
社
会
の
再
生
に
果
た
す
べ
き
役
割

と
活
動
に
つ
い
て
も
調
査
研
究
を
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
地
域
に
密
着
し
た
公
民
館
だ

か
ら
で
き
る
こ
と
を
明
確
に
し
、
人
々
の

絆
を
紡
ぐ
、
社
会
福
祉
の
増
進
、
安
心
・

安
全
な
地
域
社
会
の
構
築
に
努
め
ま
す
。

〈
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
に
貢
献
す
る
た
め
の
公
民
館
事
業
・

活
動
〉
を
推
進
す
る

　

公
民
館
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
予
算
の

削
減
や
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
だ
け

で
な
く
、
絆
の
必
要
性
が
さ
け
ば
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
と
人
と
の
関
係

が
希
薄
に
な
り
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能

な
も
の
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
公
民
館
が
粘
り
強
く
地
域

に
働
き
か
け
、
地
域
の
方
々
と
一
体
に
な
っ

た
企
画
や
講
座
を
開
設
す
る
こ
と
で
、
市

町
村
教
育
行
政
や
地
域
住
民
の
強
い
支
援

を
受
け
、
大
き
な
存
在
感
を
示
し
て
い
る

公
民
館
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
民
館
は

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
運
営
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
移
行
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
移
行
後
も
公
民
館
と
し

◦�　

学
び
を
通
じ
て
地
域
課
題
や
社
会
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
場
合
、
教
育
委

員
会
だ
け
で
完
結
せ
ず
、
地
方
公
共
団

体
の
首
長
部
局
、
産
業
界
、
大
学
・
専

門
学
校
、
民
間
団
体
な
ど
、
様
々
な
関

係
機
関
と
つ
な
が
り
を
持
ち
な
が
ら
連

携
・
協
働
し
、
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

◦�　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
行
う
上
で
、

こ
れ
ま
で
の
対
面
に
よ
る
「
つ
な
が
り
」

と
、
新
し
い
技
術
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
に
よ
る
「
つ
な
が
り
」、
両
者
を
う

ま
く
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ

ら
に
豊
か
な
学
び
が
実
現
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
る
。

　

例
え
ば
、
公
民
館
等
で
子
供
食
堂
に
取

り
組
ん
で
い
る
例
が
あ
る
が
、
公
民
館
職

員
の
み
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
福
祉

部
局
や
民
間
団
体
等
の
関
係
者
と
も
連
携

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
。

　

国
レ
ベ
ル
で
も
同
様
に
、
文
部
科
学
省

だ
け
で
な
く
関
係
者
や
民
間
団
体
等
と
の

連
携
協
力
が
重
要
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
、
公
民
館
に
携
わ
る
者
と
し

て
こ
れ
ら
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
の

未
来
を
見
据
え
た
社
会
教
育
、
こ
れ
か
ら

の
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る
具
体
的
な
方
向

性
や
役
割
の
理
解
を
深
め
、
実
践
す
る
こ

〈
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
に
求
め
ら
れ
る

基
本
的
な
方
向
性
や
役
割
に
つ
い
て
〉

を
踏
ま
え
て

　
「
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
」

を
追
求
し
、「
地
域
の
公
民
館
」
と
し
て

の
存
在
意
識
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
、

国
や
社
会
の
動
向
を
把
握
し
た
う
え
で
地

域
の
実
態
に
即
し
た
公
民
館
活
動
を
展
開

し
て
い
く
事
が
か
か
せ
ま
せ
ん
。

　

生
涯
学
習
分
科
会
は
、
第
９
期
中
央
教

育
審
議
会
答
申
「
人
口
減
少
時
代
の
新
し

い
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
社
会
教
育
の
振

興
方
策
に
つ
い
て
」
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社

会
の
変
化
や
課
題
を
踏
ま
え
た
新
し
い
時

代
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に
つ
い
て
基

本
的
方
向
性
や
推
進
方
策
に
つ
い
て
議
論

し
「
第
10
期
中
央
教
育
審
議
会
生
涯
学
習

分
科
会
に
お
け
る
議
論
整
理
」
を
令
和
２

年
９
月
に
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
明
日
か
ら
の
生
涯
学
習
・
社
会
教
育
に

む
け
て
」
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

◦�　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
は
、
個
人
の

成
長
と
地
域
社
会
の
発
展
の
双
方
に
重

要
な
意
義
と
役
割
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、

そ
の
要
と
な
る
の
が
、
学
び
の
場
を
通

じ
た
住
民
相
互
の
「
つ
な
が
り
」
で
あ
る
。

　

�

こ
の
「
つ
な
が
り
」
が
新
し
い
時
代
の

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
鍵
と
な
る
。

公益社団法人全国公民館連合会  令和３年度事業計画等について
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公民館総合補償制度 公益社団法人  全国公民館連合会

この制度は公益社団法人全国公民館連合会の団体制度です。市町村の公民館および自治公民館、また公民館に準ずるものとして
全公連が加入を認めたその他の施設等は名称を問わずご加入いただけます。

３つの補償で公民館活動をサポートします。３つの補償で公民館活動をサポートします。 補償範囲や対象者が広い制度です。

年1回の手続きで安心です。

掛金には割引制度もあります。

1. 行事傷害補償
全公連見舞金制度

＋災害補償保険（公民館災害
補償特約、熱中症危険補償特約）

2. 賠償責任補償
賠償責任保険（施設所有
管理者特約、昇降機特約）

3. 職員災害補償
全公連見舞金制度

＋普通傷害保険（就業中のみの
危険補償特約）

■取扱代理店

■引受保険会社

＊このご案内は、本制度の概要を説明したものです。詳細については取扱代理店または引受保険会社までお問い合わせください。

（お問い合わせ・
資料請求先）

エコー総合補償サービス株式会社 〒101-0047 東京都千代田区内神田2-6-9
TEL : 0120 - 636 - 717（通話料無料） FAX : 0120 - 226 - 916（通話料無料）

営業開発部第三課
〒160-8338 東京都新宿区西新宿1-26-1　TEL 03-3349-3820（受付時間:9:00から17:00まで）

（受付時間:9:15から17:00まで）

損害保険ジャパン株式会社
（SJNK19-12507）2020年1月15日作成［2001K-○243］

No.814� 令和3年8月25日

近
畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
）

【
全
国
公
民
館
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
】

開
催
期
日
：�

令
和
４
年
１
月
26
日
～
28
日

を
予
定

開
催
場
所
：�

国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青

少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

【
相
談
助
言
・
情
報
発
信
・
連
携
協
力
事
業

の
実
施
】

①�

相
談
助
言
・
情
報
発
信

　

�

日
々
の
公
民
館
活
動
で
発
生
す
る
様
々

な
案
件
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
と
と

も
に
相
談
に
対
し
て
助
言
を
行
う
。

②�

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
形
成
す
る
公

民
館
の
機
能
強
化
の
推
進

③�

国
・
地
方
公
共
団
体
・
社
会
教
育
団
体
・

機
関
等
と
の
連
携
協
力

【
地
域
活
動
支
援
事
業
の
実
施
】

　

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
と
の
連

携
に
よ
る
「
官
民
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
構
築
」
を
推
進
す
る
。

【
公
民
館
広
報
推
進
事
業
の
実
施
】

　
「
全
国
公
民
館
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
実
施

【「
月
刊
公
民
館
」
の
発
行
】

【
専
門
資
料
の
発
行
】

　
「
公
民
館
医
お
け
る
災
害
対
策
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
」「
公
民
館
必
携
」
等
の
発
行

【
優
良
公
民
館
職
員
等
表
彰
事
業
】

ま
と
め
に
か
え
て

　

公
民
館
の
活
性
化
に
は
、
全
公
連
・
ブ

ロ
ッ
ク
公
連
・
都
道
府
県
公
連
の
公
民
館

組
織
の
充
実
が
不
可
欠
で
す
。
組
織
が
し
っ

か
り
機
能
す
れ
ば
、
必
要
な
情
報
が
適
時
・

適
切
に
入
手
で
き
、
日
々
の
職
務
遂
行
に

欠
か
せ
な
い
資
質
。
能
力
に
研
修
会
等
の

参
加
機
会
も
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
全
国
公
民
館
研
究
集
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
公

民
館
大
会
」
も
、
す
べ
て
の
組
織
が
円
滑

に
機
能
し
て
こ
そ
開
催
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
今
年
度
も
引
き
続
き
、
組
織
の
活
性

化
の
た
め
に
努
力
を
傾
注
し
、
全
国
の
公

民
館
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ

の
対
応
や
自
然
災
害
へ
の
対
応
な
ど
、
公
民

館
運
営
上
で
早
急
に
対
応
す
べ
き
も
の
は
、

国
及
び
関
係
各
所
に
提
言
書
や
要
望
書
な

ど
、
積
極
的
に
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

都
道
府
県
の
正
会
員
並
び
に
文
部
科
学

省
を
始
め
、
関
係
機
関
・
関
係
団
体
の
皆

様
の
一
層
の
お
力
添
え
を
賜
り
な
が
ら
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
相
応
し
い
事
業
を

積
極
的
に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

公
民
館
の
充
実
発
展
に
関
す
る
事
業

【
公
民
館
研
究
集
会
・
大
会
等
の
開
催
】

　

全
７
会
場
で
実
施
す
る
。（
北
海
道
、
東

北
、
関
東
・
甲
信
越
・
静
、
東
海
・
北
陸
、

て
の
機
能
を
発
揮
し
、
地
域
の
な
く
て
は

な
ら
な
い
社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
存
在

感
を
示
し
て
い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
公
民
館
に
対
す
る
社
会

か
ら
の
期
待
や
要
請
は
、
単
な
る
集
い
の

場
、
学
習
の
場
に
と
ど
ま
ら
ず
多
様
化
し
て

き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、

他
の
社
会
教
育
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
と
連
携
し
て
、
持
続
可
能
な
人
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
に
貢
献
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
公
民
館
の
地
域
性
を
活
か
し
、
公
民

館
が
い
つ
で
も
、
ど
ん
な
時
で
も
、
地
域

の
方
々
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
の
存
在
に

な
る
よ
う
、
次
の
よ
う
な
公
民
館
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

①�　

誰
も
が
、
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
り

た
く
な
る
、
魅
力
あ
る
公
民
館

②�　

自
己
向
上
の
願
い
が
叶
う
、
学

び
を
大
事
に
す
る
公
民
館

③�　

人
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
に
貢

献
で
き
る
、
リ
ー
ダ
ー
が
育
つ
公

民
館

④�　

人
の
温
か
さ
と
心
配
り
が
に
じ

み
、
地
域
の
絆
を
紡
ぐ
公
民
館
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視
点
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板

サークル
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流
は
、
公
民
館
の
目
的
に
ま
さ
に
合
致

す
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
公
民
館
運

営
を
考
え
る
う
え
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
と

な
る
も
の
で
し
た
。
外
国
の
文
化
や
言

語
に
つ
い
て
学
ぶ
講
座
や
料
理
を
作
る

教
室
、
い
つ
で
も
自
分
の
住
む
地
域
を

紹
介
で
き
る
よ
う
自
分
の
地
域
を
学
ぶ

講
座
等
々
、
人
々
が
交
流
す
る
環
境
を

作
る
し
か
け
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

国
籍
や
人
種
、
年
齢
や
経
験
を
問
わ

ず
、
い
つ
誰
が
立
ち
寄
っ
て
も
様
々
な
人

と
交
流
で
き
、
学
び
合
え
る
。
そ
ん
な

公
民
館
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
ま
す
。

　

昨
今
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
に
よ
り
、
交
流
す
る
機
会
が
大
き
く
減

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
未
曽
有
の
危

機
を
乗
り
越
え
る
こ
と
で
、
新
し
い
学
習

や
交
流
の
在
り
方
が
沸
き
起
こ
る
の
で
は

な
い
か
と
大
い
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
令
和
３
年
７
月
16
日
に
壮

行
会
が
開
か
れ
た
際
に
代
表
の
ル
シ
ア

選
手
は
「
厳
し
い
毎
日
を
乗
り
越
え
ら

れ
た
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ
。
感
謝
し

ま
す
。」と
日
本
語
で
語
っ
た
そ
う
で
す
。

公
民
館
運
営
に
お
い
て
も
交
流
は
非
常

に
重
要
な
要
素
で
す
。

　

社
会
教
育
法
で
は
、
公
民
館
は
「
住

民
の
教
養
の
向
上
、
健
康
の
増
進
、
情

操
の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
」

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
い

く
ら
個
人
で
頑
張
っ
て
も
達
成
で
き
ま

せ
ん
。
様
々
な
人
と
語
り
合
い
、
活
動

し
、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い

見
地
が
生
ま
れ
、
初
め
て
達
成
に
近
づ

く
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　

今
回
の
南
ス
ー
ダ
ン
選
手
団
の
皆
さ

ん
と
地
元
住
民
の
方
々
と
の
異
文
化
交

「
人
と
人
と
が

交
流
す
る
環
境
を
」

　

新
潟
県
公
民
館
連
合
会

会
長　

市
橋　

秀
紀

　

令
和
３

年
７
月
23

日
金
曜
日
、

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク

が
開
幕
し
ま
し
た
。
毎
日
熱
戦
を
繰
り

広
げ
て
お
り
、
連
日
テ
レ
ビ
で
は
日
本

人
選
手
の
活
躍
や
メ
ダ
ル
の
獲
得
数
が

報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ス
ポ
ー
ツ
の
祭
典

で
あ
り
、
選
手
の
活
躍
も
楽
し
み
な
の

で
す
が
、
私
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
じ

た
交
流
も
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

交
流
の
例
と
し
て
南
ス
ー
ダ
ン
選
手

団
の
皆
さ
ん
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

南
ス
ー
ダ
ン
選
手
団
の
皆
さ
ん
は

２
０
１
９
年
11
月
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
た
め
来
日
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

２
０
２
０
年
３
月
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

延
期
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
継
続
し
て

日
本
に
滞
在
さ
れ
、
結
果
と
し
て
１
年
８

か
月
と
い
う
長
期
合
宿
と
な
り
ま
し
た
。

　

生
活
を
支
え
た
の
は
地
元
住
民
の

方
々
と
の
交
流
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

小
中
学
校
や
高
校
で
の
交
流
会
や
地
元

住
民
の
方
と
の
餅
つ
き
大
会
、
初
詣
へ

の
参
加
な
ど
、
様
々
な
形
で
選
手
の
皆

さ
ん
は
地
元
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
を
深

め
ら
れ
ま
し
た
。

新
潟
県
公
民
館
連
合
会
に
関
連
し

た
今
後
の
研
究
大
会
・
研
修
会
の

開
催
に
つ
い
て

⃝
�

第
71
回
新
潟
県
公
民
館
大
会
十
日
町

大
会

テ
ー
マ
：�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
構
築
と

公
民
館
の
役
割
を
考
え
る
。

　
　
　
　

�

～
「
ひ
ら
く
」「
つ
な
が
る
」

を
強
化
し
た
公
民
館

日　
時
：�

９
月
17
日
㈮

　
　
　
　
14
時
～
15
時
45
分

会　
場
：�

Ｗ
ｅ
ｂ
開
催
の
た
め
各
市
町

の
公
民
館
等

　
　
　
　

�

ホ
ス
ト
会
場
／
十
日
町
市　

　
　
　
　
越
後
妻
有
文
化
ホ
ー
ル
段
十
ろ
う

内　
容
：�

講
演
会

　
　
　
　
講
師
／
古
市�

勝
也�

氏

　
　
　
　
九
州
共
立
大
学
名
誉
教
授

⃝
�

に
い
が
た
生
涯
学
習
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
２
１

テ
ー
マ
：�

学
び
の
す
す
め

　
　
　
　
～
新
し
い
こ
と
を
始
め
よ
う
～

日　
時
：�

10
月
３
日
㈰

　
　
　
　
10
時
～
15
時
30
分

会　
場
：�

新
潟
県
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

内　
容
：�

　
⑴�

社
会
人
の
学
び
直
し
支
援
に
関
す

る
講
演
会

　
⑵�

社
会
教
育
関
係
団
体
に
よ
る
研
修

会
等

マ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
「
音

楽
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ
た
い
！
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
学
生
時
代
の
同
級

生
や
職
場
の
同
僚
で
結
成
さ
れ
た
バ

ン
ド
で
す
が
、
仕
事
の
傍
ら
音
楽
活

動
を
し
て
い
く
中
で
、
た
だ
自
分
た

ち
が
楽
し
む
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

楽
し
さ
が
ま
ち
の
盛
り
上
が
り
に
繋

が
れ
ば
い
い
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

昨
今
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
ラ

イ
ブ
を
含
め
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、

主
催
者
の
努
力
に
よ
っ
て
、
三
密
を

避
け
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

た
上
で
、
少
し
ず
つ
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

我
々
も
ま
ち
に
貢
献
し
た
い
と

い
う
思
い
の
も
と
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
や
お
堂
の
境
内

を
活
用
し
た
マ
ル
シ
ェ
な
ど
に
声

を
掛
け
て
い
た
だ
き
出
演
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
少

し
で
も
ま
ち
が
明
る
く
な
る
よ
う

活
動
し
て
い
き
ま
す
。

ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
で
す
。

　

公
民
館

（
市
民
プ
ラ

ザ
）
を
練

習
拠
点
に
、

地
域
の
音

楽
イ
ベ
ン

ト
に
出
演

さ
せ
て
い

た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

我
々
は
活
動
す
る
上
で
、あ
る
テ
ー

音
楽
で
ま
ち
を
盛
り
上
げ

た
い
！ 

（
柏
崎
市
）

　

私
た
ち
キ
ン
グ
タ
イ
マ
ー
ズ
は
、

柏
崎
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
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「しゃべり場」の様子

「しゃべり場」のチラシ（R3）
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タ
ー
か
ら
運
営
に
協
力
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
年
間
で
、
延
べ
参
加
者
数

は
679
人
。
毎
回
人
数
の
ば
ら
つ
き
が

あ
り
ま
す
が
、
参
加
者
は
10
人
前
後

で
、
毎
回
欠
か
さ
ず
に
参
加
し
て
い

る
人
も
い
ま
す
。

成
果
（
感
想
）

　
「
し
ゃ
べ
り
場
」の
参
加
者
か
ら
は
、

「
同
じ
悩
み
を
共
有
で
き
て
気
持
ち
が

楽
に
な
っ
た
」「
自
分
の
話
を
受
け
止

め
て
も
ら
え
て
嬉
し
い
」「
和

気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で

来
る
の
が
楽
し
み
」
な
ど
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

回
を
重
ね
る
う
ち
に
参
加
者

同
士
が
親
し
く
な
り
、「
し
ゃ

べ
り
場
」
を
離
れ
て
も
個
人
的

に
連
絡
を
取
り
合
っ
て
い
る
人

す
。
た
だ
し
、

長
話
や
批
判

的
な
意
見
は

Ｎ
Ｇ
。
参
加

者
全
員
が
話

せ
る
よ
う
に

ル
ー
ル
を
設

け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
当
時
は
、
悩
み
や
不
安
を

共
有
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
幼

児
期
か
ら
学
齢
期
と
高
校
生
以
上
の

成
人
期
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル
ー
プ
に
、『
新
潟
市
発
達
障
が
い
支

援
セ
ン
タ
ー
「
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
」』
と
、『
新

潟
市
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
西
』
の
相
談
員
が
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。「
し
ゃ
べ
り

場
」
が
定
着
し
て
き
た
29
年
度
以
降
、

相
談
員
に
代
わ
り
、
２
人
の
サ
ポ
ー

は
じ
め
に

　

岩
室
地
区
公
民
館
で
は
、
平
成
26

年
度
か
ら
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
や

そ
の
家
族
が
日
頃
の
悩
み
や
不
安
を

話
せ
る
場
、
情
報
交
換
や
仲
間
づ
く

り
の
場
と
し
て
の
居
場
所
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
か
ら
も
発
達
障

が
い
の
特
性
や
行
動
を
知
っ
て
も
ら

い
、
身
近
な
地
域
に
お
い
て
支
援
が

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
目

指
し
、
27
年
度
か
ら
誰
も
が
参
加
で

き
る
「
し
ゃ
べ
り
場
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

事
業
の
内
容

　
「
し
ゃ
べ
り
場
」
は
、
毎
月
１
回
、

午
前
は
10
時
～
11
時
30
分
ま
で
、
夜

間
は
19
時
～
20
時
30
分
ま
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　

４
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
話
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

内
容
は
、
発
達
障
が
い
の
こ
と
に

限
ら
ず
、
ど
ん
な
話
題
で
も
Ｏ
Ｋ
で

発
達
障
が
い
へ
の
理
解
を
広
げ
る

「
し
ゃ
べ
り
場
」 
新
潟
市
岩
室
地
区
公
民
館

　
　
①�

小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
に
よ

る
家
庭
教
育
講
演
会

　
　
②�

新
潟
県
生
涯
学
習
協
会
に
よ
る

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
会

　
⑶
表
彰　

　
　

�

い
き
い
き
県
民
カ
レ
ッ
ジ
奨
励
賞

表
彰
・
成
果
活
用
報
告

　
⑷
体
験
コ
ー
ナ
ー

　
　

�

社
会
教
育
関
係
団
体
等
に
よ
る
体

験
コ
ー
ナ
ー
等
を
開
設

⃝
�

第
43
回
全
国
公
民
館
研
究
大
会
・
第

61
回
関
東
甲
信
越
静
公
民
館
研
究
大

会
山
梨
大
会

テ
ー
マ
：�

公
民
館
が
つ
な
げ
る
地
域
の
人・

も
の
・
こ
と
＆
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ

　
　
　
　

�

～
し
な
や
か
な
公
民
館
活
動
を

め
ざ
し
て
～

日　
時
：�

10
月
29
日
㈮
（
動
画
配
信
日　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

開
催
地
：�

山
梨
県
甲
府
市

内　
容
：�　

　
⑴�

全
体
会

　
　
①�

基
調
講
演
「
歴
史
を
踏
ま
え
た

地
域
づ
く
り
」

　
　
　
講
師
／
笹
本�

正
治�

氏

　
　
②�

山
梨
県
事
例
発
表
「
次
世
代
へ

つ
な
ぐ
地
域
文
化
遺
産
の
継
承
」

　
　
　
発
表
者
／
岡
田�

み
ど
り�

氏

　
⑵
分
科
会

　
　

�

大
会
記
録
集
を
作
成
し
、
紙
面
で

の
発
表
と
す
る
。

　
　

�

新
潟
県
事
例
発
表
者
／
三
条
市
中

央
公
民
館
長　
恋
塚�

忠
男�

氏

　
　

�

タ
イ
ト
ル
「
き
っ
か
け
の
一
歩
事

業
と
今
後
の
生
涯
学
習
の
展
望
」

た
ち
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
開
催
し
て
い
る
発
達

障
が
い
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
座
で
は
、

「
し
ゃ
べ
り
場
」
の
参
加
者
の
中
か
ら

講
師
や
企
画
運
営
委
員
と
し
て
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み

　
「
し
ゃ
べ
り
場
」も
７
年
目
を
迎
え
、

ぽ
つ
ぽ
つ
と
新
規
参
加
者
が
あ
る
も

の
の
、
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化
し
て
い

ま
す
。
自
主
活
動
を
促
し
て
は
い
ま

す
が
、「
公
民
館
と
い
う
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
に
安
心
感
が
あ
る
か
ら
こ
そ

気
軽
に
参
加
で
き
る
」
と
い
う
参
加

者
の
声
も
強
く
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
「
し
ゃ
べ
り
場
」
の
担
い

手
を
ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い
く
か
、

ま
た
こ
の
「
し
ゃ
べ
り
場
」
を
必
要

と
し
て
い
る
人
に
「
し
ゃ
べ
り
場
」

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
周

知
方
法
な
ど
、
工
夫
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　
　
〔
岩
室
地
区
公
民
館

�

主
査　

田
島
か
づ
み�

記
〕
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
８
日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
史
上
初
、
○
○
年
ぶ

り
の
メ
ダ
ル
と
い
う
フ
レ
ー
ズ
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
日
本
選
手

の
活
躍
で
日
本
中
に
夢
や
感
動
を
与
え
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
大
会
と

な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
卓
球
混
合
ダ
ブ
ル
ス
の
水
谷
・
伊
藤
選
手
の
準

決
勝
ド
イ
ツ
戦
９
対
２
か
ら
の
大
逆
転
で
の
勝
利
で
は
鳥
肌
が
立
ち
ま
し

た
。
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
姿
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ど
ん
な
ド
ラ
マ
が
生
ま
れ
る
の
か
楽
し
み
に

し
な
が
ら
日
本
選
手
を
応
援
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

（
広
瀬
）

　

胎
内
市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

 

社
会
教
育
係　

野
内　

隆
也
さ
ん

　

今
年
度
４
月
に
新
卒

で
入
庁
し
、
生
涯
学

習
課
社
会
教
育
係
に
配

属
と
な
り
ま
し
た
野
内

隆
也
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。
野
内
さ
ん
は
、
胎
内
市
出
身
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
小
さ
い
頃
に
家
族
と
胎
内
市
へ
訪
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
胎
内
市
職
員
に
な
ろ
う

と
思
い
受
験
、
見
事
に
合
格
し
入
庁
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
ご
時
世
な
の
で
飲
み
会
で
親
睦
を

深
め
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
緒
に
仕
事

を
す
る
中
で
人
柄
の
良
さ
は
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

担
当
は
、
社
会
教
育
団
体
育
成
に
関
す
る
業
務
、

中
学
生
わ
た
し
の
主
張
大
会
、
黒
川
地
区
公
民

館
事
業
（
高
齢
者
大
学
、
展
覧
会
、
芸
能
発
表

会
）、
黒
川
庁
舎
管
理
業
務
な
ど
で
す
。
前
任
の

先
輩
職
員
か
ら
、
私
が
こ
れ
ま
で
に
見
た
こ
と

が
な
い
く
ら
い
も
の
す
ご
く
丁
寧
な
指
導
を
受

け
、
文
書
作
成
か
ら
施
設
の
池
清
掃
!?
ま
で
多

岐
に
わ
た
る
業
務
（
さ
す
が
生
涯
学
習
課
！
）
を
、

全
て
が
初
め
て
で
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
日
々
、

業
務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
多

く
の
経
験
を
積
ん
で
成
長
し
、
未
来
の
胎
内
市

役
所
を
背
負
っ
て
立
つ
人
材
と
な
っ
て
ほ
し
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

�〔
胎
内
市
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

横
内�

和
幸�

記
〕

素顔拝見

素顔拝見素顔拝見 公民館関係者の皆さんへ
「にいがた社会教育クラブ」活動をご一緒に始めませんか！
県内の社会教育は社会教育活動の基地となる身近な公民館が整
理統合の対象になるなど年々予算や人員が減らされてきていま
す。このような中で職員や関係者は奮闘しています。
一方で
◦�研修に出かけたくても予算がない。人手が足りないために
その機会を得られない。
◦�自分が担当する事業に関する情報を入手したい、ちょっと
相談ができる仲間がほしい。
　などの声が聞かれるようになっています。
そこで
新潟県生涯学習協会では、主催事業として社会教育関係者の
緩やかなネットワーク「にいがた社会教育クラブ」を立ち上げ、
関係者の顔の見える関係づくりを始めようと考えました。社
会教育の現場では人と人のつながりが命。仲間とのつながり
はあなたに元気とエネルギーをもたらします。
ご一緒しませんか！
【こんな活動が】
◦希望する参考資料の紹介
◦チラシ作りのノウハウ入手

◦事業企画のアドバイス
◦講師情報の交換
◦研修内容報告� 等々

【嬉しいこと】
◦�関係者の知り合いができること
　（大きな大会等で出会える）
◦�知識や情報が増えること
　（担当事業の変化が生じる）

◦�課題や問題を共有できる
仲間がいること
◦�仕事や活動がより充実感
を持てるものになること
� 等々

参加方法
新潟県生涯学習協会の会員が参加資格となります。
年会費2,000円。
お問い合わせ
新潟県生涯学習協会事務局
〒950-8602��新潟市中央区女池南３丁目１番２号
　　　　　　　新潟県立生涯学習推進センター内
℡・fax�025-250-0121　E-mail:syakyo56@feel.ocn.ne.jp
新潟県生涯学習協会：
昭和47年から新潟県社会教育協会として、平成24年には新
潟県生涯学習協会に改名し、県内の社会教育を応援し、生涯
学習社会の実現に寄与する活動を続けてきています。


